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   A statistical study was performed on new outpatients, the total number of which was 7,786 
(male: 4,953, female: 2,833) in 1985. The male to female ratio was 1.75 : 1. They had urogen-
ital diseases definitely diagnosed (6,786), undefinitely diagnosed (600), normal (260), and diseases 
other than urogenital (140), and 36.2% of them had been referred to us by other sources. On 
these outpatients 206 operations had been performed circumcision, resection of condyloma and vas-
ectomy were representative. The peak of the age distribution was in the thirties for males and 
in the twenties for females. 
   For the first time in Japan, we treated renal and upper ureteral stones using extracorporeal 
shock wave lithotripsy (ESWL) on September 1, 1984. The results of ESWL at out hospital 
have been satisfactory. 
   A statistical study was made on new outpatients according to the international disease classifica-
tion. There were 152 malignant (urogenital) tumors (2.1%). The major diseases of the new out-
patients were cystitis (acute or chronic: 20.6%), upper urinary tract stones (19.4%), prostatitis (13.5 
%), benign prostatic hypertrophy (10.7%). In males the major diseases were prostatitis, upper uri-
nary tract stones, benign prostatic hypertrophy, balanoposthitis, and phimosis, and in females they 
were cystitis, upper urinary tract stone, pyelonephritis, and renoptosis. 
   We conclude that our hospital plays a major role as a private urological hospital.
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は じ め に
1985年度の東札幌三樹会病院の外来新患統計を報告
する(現三樹会病院1986年4月1日より).





結 果 と 考 察
1外 来新 患 数
新 来 患 者数 はフ,786例で,男 子4,953例(63.6%),
女 子2,833例(36.4%)であ った 。 男 女比 は1,75=1
で前 年 度 と全 く同様 で あ った.新 来 患者 数 は,昨 年 に
比 し896例増 加 した.ま た,紹介 を 受 け た患 者 数 は2,820
例(36.2%)であ った.
Table1に,年 齢 層 別 の患 者 数 を 示 した.男 子 で

























合計 528 571 1422 1379 1122 1263 860 525 iit 57786
Table2.主な外 来 手 術 名 と例 数(1985年). Table3(4).性尿 器 系 の 疾 患.
手術名 206 例数 男 女
環 状 切 開
コンジローマ切除
精 管 結 紮
嵌 頓 包 茎 整 復
























淋 菌 感 染



















































































































































は31～40歳代が ピー クに,女 子 は21～30歳が ピー クで
あ った.ま た,男 女 と も51～60歳代 に も う一 つ の ピー
クを 認 め,山 型 を示 し,こ の パ ター ンは,今 年 度 が初
め て で あ る2-4).恐ら く51～60歳の も う一 つ の ピー ク
は,泌 尿 器科 学 的 検 査 を 求 め て の受 診 老 と,ESWL
の 治 療 受 診者 とが増 加 した た め と考xて い る.
新 患 の 内 訳 と して,確 診 が6,786例(87.2%),未診
が600例(7.7%),他科 が140例(1.8%),泌尿器 科 的
732 泌 尿 紀要33巻5号1987年
Table3(6).先天 異 常.




































































































































































丹田 ・ほか:1985年外来統計 ・三樹会病院 733
Table5.1985年度 新 来 患 者 男 ・女 の主 疾 患.
(男) (女)
主疾患 例数% 順位 主疾患 例数%
前 立 腺 炎997(21.3)
上部尿路結石978(2σ,9)
前立腺肥大症792(i6.9)
亀 頭 包 皮 炎301(6.4)
包 茎184(3.9)








































































































疾患 を認 め ない もの が260例(3.3%)であ った.
入 院患 者 数 は1,421例(男1,040例,女381例)で,
64.5%が紹 介 を 受 け て いた.
2.外 来 患 者 手 術
外来 患 老 手 術 数 は206例で,Table2に 示 した ごと
く主 な る もの は,環 状 切 開,コ ン ジ ロー マ切 除,精 管
結 紮 術 で あ った.
3,ICDに 基 づ く1985年新 来 患者 疾 患統 計
(Table3(1)^一(8))
Table3(1)に特 異 的 感 染 症 を ま とめ た.昨 年 度 に
比 し淋 菌 感 染 は 減少 した が,性 器 ヘ ル ペ ス,コ ン ジ ロ
ー マ,カ ン ジ ダ症 な どが増 加 した.
新 生 物 をTab旦e3(2)に ま とめ た.前 立 腺 癌38例
はす べ て腺 癌 で あ った.睾 丸 腫 瘍 の うち1例 両 側 性 の
embryonalca.を経 験 した.全 尿路 系 の悪 性 腫 瘍 を
合 わ せ る と152例で,有 疾 患 数 の2.1%であ った.
睾丸 機 能 障 害 な どをTable3(3)に ま とめ た.無



















1.1985年新 来 患 者 の 主 疾 患 は,膀 胱 炎1,522例
(20.6%),上部 尿 路結 石1,433例(19.4%),前立腺
炎997例(13.5%),前立 腺 肥 大 症792例(10.7%)で
あ った(Table4).
2.ユ985年の新 来 患者 の男 ・女 の主 疾 患 は,男 子 で
は前 立腺 炎997例(21.3%),上部 尿路 結 石978例(20.9
0),前立 腺 肥 大 症792例(16.9%)であ った.一 方,
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